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戦後造成されてきた人工林が本格的な利用期を迎えており、
「伐って使ってまた植える」という森林資源の循環利用を進めていくためには、
造林コストの縮減による再造林の円滑な実施など様々な課題があります。
ここでは、造林コストの縮減につながる伐採と造林の一貫作業システム、

低密度植栽や再造林に不可欠な優良品種の開発、
シカによる森林被害への対策といった取組をご紹介します。
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森林資源の循環利用に向けた
再造林の推進



森
林
資
源
の
循
環
利
用
に
向
け
た

再
造
林
の
推
進

　

伐
採
と
造
林
の
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
は
、
伐
採
に
使
用
し
た
高
性
能
林
業
機
械
を
用
い
て
残
さ
れ
た
末
木
枝
条
を

整
理
し
て
地
拵
え
を
行
っ
た
り
、
搬
出
に
使
用
し
た
フ
ォ
ワ
ー
ダ
を
用
い
て
苗
木
を
運
搬
し
て
、
植
栽
を
行
う
方
法

で
す
。

　

従
来
の
人
力
に
よ
る
方
法
に
比
べ
、林
業
機
械
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
伐
採
か
ら
地
拵
え
、植
栽
ま
で
の
ト
ー

タ
ル
コ
ス
ト
の
縮
減
や
省
力
化
が
可
能
と
な
る
と
と
も
に
、森
林
所
有
者
の
負
担
軽
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
は
、
コ
ン
テ
ナ
苗
の
利
用
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
通
常
の
苗

木
よ
り
も
植
栽
適
期
が
長
い
こ
と
で
、
再
造
林
が
実
施
可
能
な
時
期
が
拡
大
し
た
り
、
コ
ン
テ
ナ
苗

植
栽
用
の
専
用
器
具
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
形
条
件
に
よ
っ
て
は
効
率
的
な
作
業

が
行
え
る
た
め
、
植
栽
の
省
力
化
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

伐採集材搬出
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● 伐採と造林を別々に実施 ●

伐　採



森林資源の循環利用に向けた再造林の推進

集材・地拵え

伐採

搬出・
苗木運搬

植付

地拵え植付
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一貫作業
システム

従来の進め方

● 伐採と造林を同時に実施 ●

集材に用いた
グラップルで
地拵え

コンテナ苗を
専用器具（ディブル）

で植付

作業員の
人力による
枝条整理

ふもとから苗木を
背負って運搬し、
鍬で植付

丸太を搬出した
フォワーダで
苗木を運搬

造　林



一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
で
造
林
作
業
を
低
コ
ス
ト・省
力
化

写真１　機械を活用した地拵え写真２　機械を活用した苗木運搬

　

我
が
国
に
お
け
る
従
来
の
再
造
林
で
は
、

従
来
の
注
１
裸
苗
の
植
栽
時
期
が
春
又
は
秋
に

限
ら
れ
て
い
る
こ
と
、伐
採
を
実
施
す
る
林

業
事
業
体
と
再
造
林
を
実
施
す
る
林
業
事
業

体
が
異
な
る
場
合
が
多
い
こ
と
か
ら
、伐
採

後
、一
定
の
期
間
を
置
い
た
後
に
注
２
地
拵
え

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。ま
た
、地
拵
え
や
植

栽
現
場
へ
の
苗
木
運
搬
は
人
力
で
実
施
す
る

こ
と
が
一
般
的
で
あ
り
、多
く
の
労
力
と
時

間
を
要
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、近
年
、新
た
に
導
入
さ
れ

つ
つ
あ
る
「
伐
採
と
造
林
の
一
貫
作
業
シ
ス

テ
ム
」は
、伐
採
に
使
用
し
た
林
業
機
械
を
用

い
て
、伐
採
し
て
す
ぐ
に
そ
の
跡
地
に
残
さ

れ
た
末
木
枝
条
を
除
去
し
て
地
拵
え
を
実
施

し
た
り
（
写
真
１
）、搬
出
に
使
用
し
た
機
械

を
用
い
て
苗
木
を
運
搬
（
写
真
２
）し
て
、植

栽
を
行
い
ま
す
。省
力
化
の
効
果
と
し
て
、国

立
研
究
開
発
法
人
森
林
研
究
・
整
備
機
構 

森

林
総
合
研
究
所
の
研
究
成
果
に
よ
れ
ば
、従

来
の
方
法
に
よ
る
地
拵
え
・
植
栽
と
比
較
し

て
、７
～
９
割
程
度
に
労
働
投
入
量
が
縮
減

さ
れ
た
事
例
、林
野
庁
の
実
証
事
業
で
は
、従

来
の
方
法
に
よ
る
地
拵
え
と
比
較
し
て
、６

割
程
度
に
労
働
投
入
量
が
縮
減
さ
れ
た
事
例

も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、地
形
条
件
等
に
よ
っ
て
効

果
が
異
な
る
も
の
の
、従
来
の
方
法
と
比
較

し
て
、「
伐
採
と
造
林
の
一
貫
作
業
シ
ス
テ

ム
」は
、地
拵
え
か
ら
植
栽
ま
で
の
工
程
を
省

力
化
す
る
こ
と
と
な
り
、全
体
と
し
て
造
林

の
作
業
コ
ス
ト
を
大
き
く
縮
減
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、林
野
庁
で
は
、国
有
林
の

フ
ィ
ー
ル
ド
や
技
術
力
等
を
活
用
し
、「
伐
採

と
造
林
の
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
」の
有
効
性

に
つ
い
て
の
実
証
や
普
及
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

注
１	

裸
苗
：
苗
畑
で
育
成
さ
れ
た
苗
木
で
、根

系
が
裸
の
状
態
で
植
栽
地
ま
で
搬
送
さ
れ

る
。

注
２	

地
拵
え
：植
栽
し
た
樹
木
や
種
子
の
定
着
、

成
長
等
を
容
易
に
す
る
た
め
、伐
採
跡
地

の
草
木
を
刈
り
払
っ
た
り
、枝
条
等
を
片

付
け
る
作
業

コンテナ苗の活用と供給拡大
　「伐採と造林の一貫作業システム」により効率化を図
りながら年間を通じて再造林を実施していくためには、
植栽適期を拡大していくための技術が必要です。「コン
テナ苗」は裸苗と異なり、乾燥期や寒冷地の冬期を除

き、従来の植栽適期以外でも高い
活着率が見込めることが示されて
おり、植栽適期を拡大できる可能
性があります。このことから、林
野庁では、安定的かつ大量に生産
できる施設の導入など、コンテナ
苗の供給拡大に向けた取組も併せ
て進めています。
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森林資源の循環利用に向けた再造林の推進

　

こ
れ
ま
で
主
伐
後
の
再
造
林
は
、
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
３
，
０
０
０

本
程
度
植
栽
し
、
間
伐
を
数
回
行
う
方
法
が
主
流
で
し
た
。
そ
の
よ
う

な
中
、
造
林
の
低
コ
ス
ト
化
に
向
け
て
は
、
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
の
植

栽
本
数
を
減
ら
し
、
苗
木
代
や
間
伐
回
数
を
減
ら
す
こ
と
で
、
造
林
・

保
育
の
低
コ
ス
ト
化
を
図
る
低
密
度
植
栽
技
術
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
技
術
に
つ
い
て
は
ま
だ
十
分
に
確
立
し
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
林
野
庁
で
は
平
成
27
年
度
よ
り
５
年
計
画
で
低
密
度

植
栽
技
術
の
導
入
に
向
け
た
調
査
委
託
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

低
密
度
植
栽
は
造
林
・
保
育
の
低
コ
ス
ト
化
が
見
込
め
る
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
一
方
、
植
栽
木
の
間
隔
が
広
が
る
こ
と
か
ら
、
地
上
空

間
を
枝
葉
で
覆
う
（
林
冠
閉
鎖
）
ま
で
に
時
間
を
要
す
る
た
め
、
草
木

が
侵
入
し
や
す
く
、
そ
の
分
下
刈
等
の
回
数
が
増
え
る
可
能
性
が
高
く

な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
調
査
の
結

果
、
成
長
の
早
い
樹
種
は

林
冠
閉
鎖
も
早
い
こ
と
か

ら
、
下
刈
等
の
回
数
を
増

や
さ
ず
に
低
コ
ス
ト
で
一

般
的
な
形
質
の
製
材
品
を

生
産
で
き
る
可
能
性
が
示

さ
れ
ま
し
た
。
一
方
、
成

長
の
遅
い
樹
種
は
、
低
密

度
植
栽
の
可
否
に
つ
い
て

ま
だ
検
討
が
必
要
な
こ
と

か
ら
、
今
後
も
引
き
続
き
、

低
密
度
植
栽
技
術
の
開
発

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。 

　

徳
島
県
で
の
シ
カ
に
よ
る
林
業
被
害
は
平
成
５
年
か
ら
急
増
し
、

平
成
７
年
に
は
４
１
９
ha
ま
で
達
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
柵
の
設
置

な
ど
に
よ
り
減
少
し
た
も
の
の
、
毎
年
約
１
０
０
ha
の
被
害
が
続
い

て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
県
で
は
、
シ
カ
に
よ
る
森
林
被
害
緊
急
対
策
事
業
を
活
用

し
、
西
部
地
域
に
お
い
て
、
皆
伐
地
で
コ
ン
テ
ナ
苗
木
を
通
年
植
栽

す
る
林
業
事
業
体
が
シ
カ
の
捕
獲
も
で
き
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

捕
獲
は
防
護
柵
に
使
用
す
る
ネ
ッ
ト
等
を
使
っ
た
囲
い
わ
な
を
使

用
し
ま
し
た
（
写
真
１
）。
こ
の
「
ネ
ッ
ト
式
囲
い
わ
な
」
は
、
軽
量

で
運
搬
が
し
や
す
く
、
傾
斜
地
で
も
設
置
可
能
で
、
ワ
ナ
に
入
っ
た

シ
カ
が
ネ
ッ
ト
に
絡
ま
る
こ
と
で
注
１
保
定
さ
れ
（
写
真
２
）、
電
気

シ
ョ
ッ
カ
ー
を
使
っ
て
容
易
に
止
め
刺
し
が
で
き
る
等
の
利
点
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
メ
ー
ル
送
信
機
能
付
き
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
見

廻
り
の
負
担
を
軽
減
す
る
と
と
も
に
、状
況
に
応
じ
た
捕
獲
体
制
（
オ

ス
の
成
獣
が
捕
れ
た
ら
３
人

で
行
う
）
で
行
う
等
の
工
夫

を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
に
は
計
37
頭

を
捕
獲
し
（
図
１
）、
林
業
事

業
体
で
も
捕
獲
が
可
能
で
あ

る
こ
と
を
実
証
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
森
林
施
業
と
一

体
的
な
捕
獲
の
方
法
を
検
討

し
、
県
内
で
の
普
及
に
取
り

組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

注
１
： 

動
物
を
動
か
な
い
よ
う

に
抑
え
て
お
く
こ
と

低
密
度
植
栽
技
術
の
導
入
に
向
け
た

技
術
開
発

徳
島
県
で
の
シ
カ
捕
獲
の
取
組

写真１　ネット式囲いわな写真２　シカの保定状況

オス（成獣） オス（幼獣）
メス（成獣） メス（幼獣）

9
8
7
6
5
4
3
2
1
0

76 8 9 10 11 12 1
2016 2017

2 3

捕
獲
頭
数
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図１　シカ捕獲頭数

ス
ギ
コ
ン
テ
ナ
苗

１
，
５
０
０
本
／
ha
植
栽
箇
所　
愛
媛
県

平
成
25
年
４
月
植
栽



樹
、
エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
の
選
抜
を
進
め
て
い

ま
す
。

は
、
初
期
成
長
（
５
年
次
の
樹
高
）
だ
け
で

な
く
、
そ
の
後
の
成
長
も
平
均
以
上
の
も
の

で
、
材
質
（
材
の
剛
性
）
に
も
欠
点
が
な
い

も
の
が
選
ば
れ
て
い
ま
す
。（
写
真
１
）

　

本
稿
で
は
、
国
立
研
究
開
発
法
人
森
林
研

究
・
整
備
機
構
森
林
総
合
研
究
所 

林
木
育
種

セ
ン
タ
ー（
以
下
、林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
）が
、

都
道
府
県
の
試
験
研
究
機
関
等
と
連
携
し
て

こ
れ
ま
で
に
開
発
し
て
き
た
優
良
品
種
の
う

ち
、
今
後
の
森
林
づ
く
り
に
役
立
つ
主
要
な

も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

　

森
林
づ
く
り
は
苗
木
を
植
栽
す
る
と
こ
ろ

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
よ
い
山
づ
く
り
の
た
め

に
は
、
よ
い
苗
木
を
用
い
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
苗
木
づ
く
り
に
は
、
ど
の
よ
う
に
苗
木

を
育
成
す
る
か
に
加
え
、
遺
伝
的
に
優
れ
た

も
の
を
用
い
て
い
る
か
ど
う
か
が
大
き
く
影

響
し
ま
す
。
苗
木
を
遺
伝
的
に
優
れ
た
も
の

に
改
良
す
る
こ
と
（
林
木
育
種
）
の
重
要
性

は
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
お
り
、
我
が
国
の
林

木
育
種
の
歴
史
は
４
０
０
年
以
上
前
ま
で
遡

り
ま
す
。
今
年
で
ち
ょ
う
ど
60
年
を
迎
え
る

国
の
林
木
育
種
事
業
は
、
成
長
が
よ
く
、
幹

が
ま
っ
す
ぐ
で
、
病
気
や
虫
の
害
が
な
い
、

優
れ
た
樹
木
、「
精
英
樹
」
の
選
出
が
ス
タ
ー

ト
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
現
在

は
、
こ
れ
ら
の
精
英
樹
の
中
で
、
特
に
優
れ

た
も
の
同
士
を
交
配
し
て
第
２
世
代
の
精
英

林
木
育
種
の
成
果
、

優
良
品
種

　

優
良
品
種
と
は
、
特
定
の
性
質
（
特
性
）

が
優
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
樹

木
の
こ
と
で
、
品
種
の
種
類
に
よ
り
ま
す
が

基
本
的
に
精
英
樹
を
対
象
と
し
て
、
特
性
の

優
れ
た
も
の
が
選
抜
さ
れ
ま
す
。

　

例
え
ば
、
育
林
経
費
の
約
４
割
を
占
め
る

の
が
下
刈
り
で
す
が
、
い
ち
早
く
周
囲
の
雑

草
木
か
ら
抜
け
出
し
、
下
刈
り
の
省
力
化
に

つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
、
初
期
成
長
に
優

れ
た
品
種
を
開
発
し
て
い
ま
す
。
こ
の
品
種

て
い
ま
す
。
少
花
粉
品
種
は
、
平
年
で
は
雄

花
が
全
く
着
か
な
い
か
、
又
は
極
め
て
わ
ず

か
し
か
着
か
な
い
特
性
の
も
の
で
（
写
真

２
）、
低
花
粉
品
種
は
少
花
粉
品
種
ほ
ど
で

は
な
い
で
す
が
、
雄
花
の
着
花
性
が
相
当
程

花
粉
症
対
策
品
種

　

林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
で
は
、
社
会
的
な
問

題
と
な
っ
て
い
る
花
粉
症
へ
の
対
策
と
し

て
、
花
粉
の
発
生
源
と
な
る
雄
花
の
少
な
い

品
種
（
少
花
粉
品
種
と
低
花
粉
品
種
）
と
花

粉
を
全
く
作
ら
な
い
無
花
粉
品
種
を
開
発
し

森
林
づ
く
り
は
よ
い
苗
木
か
ら

―
林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
の
取
組
―
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写
真
１	

初
期
成
長
に
優
れ
た
第
二
世
代
品
種
「
ス
ギ
林
育
２
︲
70
」

写真2	 スギの系統による雄花の着花性の違い
	 上：雄花着花量が多いスギ
	 下：雄花着花量が少ないスギ

写真3	 通常のスギと無花粉スギの雄花の断面
	 左：通常のスギ、花粉がぎっしり詰まっている
	 右：無花粉スギ、正常な花粉が見られない



森林資源の循環利用に向けた再造林の推進

度
低
い
特
性
の
も
の
で
す
。
平
成
28
年
度
ま

で
に
全
国
の
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
精
英
樹
の
中

か
ら
、
少
花
粉
ス
ギ
１
４
２
品
種
、
低
花
粉

ス
ギ
11
品
種
、
少
花
粉
ヒ
ノ
キ
56
品
種
が
開

発
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

無
花
粉
ス
ギ
は
、
自
然
界
に
存
在
す
る
、

遺
伝
的
な
原
因
に
よ
り
正
常
な
花
粉
を
作
ら

な
い
ス
ギ
（
写
真
３
）
で
、
林
木
育
種
セ
ン

タ
ー
で
は
２
個
体
を
発
見
し
、
こ
の
内
の
１

個
体
を
２
０
０
８
年
に
「
爽
春
」
と
し
て
品

種
登
録
し
ま
し
た
。
今
年
１
月
に
は
、「
爽
春
」

と
精
英
樹
と
の
交
配
に
よ
り
、
成
長
の
よ
い

無
花
粉
ス
ギ
「
林
育
不
稔
１
号
」
を
開
発
し

ま
し
た
。

マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ

抵
抗
性
品
種

　

ア
カ
マ
ツ
、
ク
ロ
マ
ツ
は
、
古
く
か
ら
梁

な
ど
と
し
て
寺
社
な
ど
の
歴
史
的
建
造
物
に

用
い
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
マ
ツ
に
深
刻

な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
が
マ
ツ
材
線

虫
病
で
す
。
こ
の
病
気
は
、
線
虫
（
マ
ツ
ノ

ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
、
写
真
４
右
）
が
、
マ
ツ

ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ（
写
真
４
左
）の
媒
介
に

よ
り
マ
ツ
に
感
染
し
、
マ
ツ
を
枯
ら
せ
ま
す
。

　

林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
は
、マ
ツ
に
人
為
的

に
線
虫
を
接
種
す
る
こ
と
に
よ
り
（
写
真
５
）、

マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
に
感
染
し
て
も
枯

れ
に
く
い
抵
抗
性
の
ア
カ
マ
ツ（
２
４
６
品

種
）と
ク
ロ
マ
ツ（
１
８
３
品
種
）の
開
発
を

進
め
て
お
り
、こ
れ
ら
の
抵
抗
性
品
種
か
ら

作
ら
れ
た
マ
ツ
の
苗
木
が
、全
国
各
地
の
海

岸
防
災
林
の
造
成
等
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
に
改
正
さ
れ
た
「
森
林
の
間
伐

等
の
実
施
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」

に
よ
り
、
農
林
水
産
大
臣
が
特
に
優
良
な
種

苗
を
生
産
す
る
た
め
の
種
穂
を
採
取
す
る
樹

木
を
「
特
定
母
樹
」
に
指
定
す
る
制
度
が
始

ま
り
ま
し
た
。
特
定
母
樹
の
指
定
基
準
に
は
、

成
長
量
、幹
の
通
直
性
、材
質
（
材
の
剛
性
）、

ま
た
ス
ギ
と
ヒ
ノ
キ
に
つ
い
て
は
雄
花
着
花

性
の
基
準
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
基
準
を
全
て

満
た
す
も
の
が
特
定
母
樹
と
な
り
ま
す
。
現

在
、
ス
ギ
で
１
３
５
、
ヒ
ノ
キ
で
26
、
カ
ラ

マ
ツ
で
49
、
グ
イ
マ
ツ
で
１
の
合
計
２
１
１

系
統
（
こ
れ
ら
の
約
80
％
は
エ
リ
ー
ト
ツ

リ
ー
）
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。（
写
真
６
）。

　

林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
で
は
、
特
定
母
樹
の

原
種
苗
を
育
成
し
、

都
道
府
県
や
認
定
特

定
増
殖
事
業
者
へ
の

配
布
を
始
め
て
い
ま

す
。
都
道
府
県
等
で

は
、
こ
れ
ら
原
種
苗

を
用
い
て
採
種
園
や

採
穂
園
を
造
成
し
ま

す
。
林
木
育
種
セ
ン

タ
ー
で
は
採
種
園
、

採
穂
園
の
造
成
や
管
理
・
運
営
が
効
果
的
に

進
む
よ
う
、
技
術
指
導
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
に
は
、
造
林
用
苗
木
の
約
５

割
（
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
で
は
７
割
）
が
今
回
紹

介
し
た
優
良
品
種
な
ど
の
原
種
苗
か
ら
生
産

さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
戦
後
植
栽
さ
れ
た

森
林
が
主
伐
期
を
迎
え
つ
つ
あ
り
、
伐
採
量

の
増
大
と
と
も
に
、
今
後
、
優
良
な
苗
木
の

需
要
も
拡
大
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
林
業

の
成
長
産
業
化
、
地
球
温
暖
化
対
策
、
花
粉

発
生
源
対
策
の
推
進
、
マ
ツ
材
線
虫
病
被
害

の
軽
減
な
ど
、
い
ず
れ
も
今
後
の
森
林
づ
く

り
を
進
め
る
上
で
対
応
し
て
い
く
べ
き
重
要

な
課
題
で
す
。
林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
で
は
、

国
民
や
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
引

き
続
き
優
良
な
品
種
の
開
発
と
そ
の
普
及
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

特
定
母
樹
と
そ
の
普
及

ご
紹
介
し
た
優
良
品
種
や
特
定
母
樹
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
林
木
育
種
セ
ン
タ
ー

（
０
２
９
４
―
３
９
―
７
０
０
２
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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写真5	 マツノザイセンチュウを人為的に接種した試験の様子
	 抵抗性品種の苗（左）と一般的なマツの苗（右）

写真6　ヒノキの特定母樹「特定26-44」

写真4	 マツ材線虫病に関係するマツノマダラカミキリ（左）とマツノザイ
センチュウ（右）



10林野   2017.5 No.122

TOPICS

01

ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
が

施
行
さ
れ
ま
し
た

①
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
制
定
の
背
景

　

平
成
17
年
に
英
国
で
開
催
さ
れ
た「
Ｇ
８
グ
レ

ン
イ
ー
グ
ル
ス
サ
ミ
ッ
ト
」以
降
、我
が
国
で
は
、

平
成
18
年
に「
国
等
に
よ
る
環
境
物
品
等
の
調
達

の
推
進
等
に
関
す
る
法
律（
通
称「
グ
リ
ー
ン
購

入
法
」）の
基
本
方
針
を
改
定
し
、政
府
調
達
に
お

い
て
、合
法
性
が
証
明
さ
れ
た
木
材
・
木
材
製
品

の
調
達
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。同
年
に

は
、林
野
庁
が
、木
材
・
木
材
製
品
の
供
給
者
が
合

法
性
の
証
明
に
取
り
組
む
に
当
た
っ
て
留
意
す

べ
き
事
項
を
と
り
ま
と
め
た「
木
材
・
木
材
製
品

の
合
法
性
、持
続
可
能
性
の
証
明
の
た
め
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
取
組
に
よ
り
、１
万
２
千
以
上
の

事
業
者
が
合
法
木
材
供
給
事
業
者
に
認
定
さ
れ
、

合
法
性
の
証
明
さ
れ
た
木
材
の
供
給
量
は
増
加

し
て
き
ま
し
た
。他
方
、近
年
、米
国
、Ｅ
Ｕ
、豪
州

が
、違
法
伐
採
木
材
の
取
締
り
の
た
め
の
法
律
を

導
入
し
た
こ
と
か
ら 

、主
要
な
木
材
輸
入
国
で

あ
る
我
が
国
に
お
い
て
も
、対
策
を
強
化
す
べ
き

と
の
声
が
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

　

本
年
５
月
20
日
に
、「
合
法
伐
採
木
材
等
の
流
通
及
び
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」（
通
称

「
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
」）が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。以
下
で
は
、本
法
制
定
の
背
景
を
説
明
し
た

上
で
、本
法
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
動
き
を
踏
ま
え
て
、昨
年
５
月

に
、ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
が
議
員
立
法
に
よ
り
国

会
で
成
立
し
ま
し
た
。

②
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
の
概
要　

　

本
法
で
は
、「
事
業
者
」に
対
し
て
、木
材
等

を
利
用
す
る
際
に
は
、合
法
伐
採
木
材
等
を
利

用
す
る
よ
う
努
力
義
務
を
課
す
る
と
と
も
に
、

「
木
材
関
連
事
業
者
」に
対
し
て
は
、取
り
扱
う

木
材
等
に
つ
い
て
合
法
性
の
確
認
等
を
求
め

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。木
材
関
連
事
業
者
が

取
り
扱
う
木
材
等
に
つ
い
て
は
、国
が
提
供
す

る
関
連
情
報
等
を
踏
ま
え
て
、事
業
者
自
ら
が

合
法
性
の
判
断
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。ま

た
、合
法
性
の
確
認
等
を
適
切
か
つ
確
実
に
行

う
木
材
関
連
事
業
者
は
、国
の
登
録
を
受
け
た

「
登
録
実
施
機
関
」に
登
録
で
き
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す（
図
１
）。

③
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
の
対
象

　

本
法
で
は
、丸
太
や
製
材
、合
板
を
取
り
扱
う

合法伐採木材等の流通及び利用の促進に関する法律（クリーンウッド法）

・ 木材等：木材及び木材を加工し、又は主たる原料として製造した家具、紙等の物品であって主務省令で定めるもの（リサイクル品を除く。）[２条１項]
・ 合法伐採木材等：我が国又は原産国の法令に適合して伐採された樹木を材料とする木材及び当該木材を加工し、又は主たる原料として製造した家具、紙等の物品であって主務省令で定

めるもの（リサイクル品を除く。） [２条２項]

定 

義

事業者

木材関連事業者

登録木材関連事業者

登録申請

◎事業者の責務⇒木材等を利用するに当たっては、合法伐採木材等を利用するよう努めなければならない[５条]。

木材等の製造、加工、輸入、輸出又は販売（消費者に対する販売を除く。）をする事業、木材を使用して建築物その他の
工作物の建築又は建設をする事業その他木材等を利用する事業であって主務省令で定めるものを行う者[２条３項]

・合法伐採木材等の利用を確保するための措置を適切かつ確実に講ずる木材関連事業者は、登録により「登録木材関連事
業者」という名称を用いることができる[８条、13条１項]。
  ※登録を受けた者以外が当該名称又はこれと紛らわしい名称を用いた場合は罰則あり[13条２項、37条]。

登録実施機関 [ ５章 ] ※施行日：公布の日から起算して１年を経過した日

図１

国

主
務
大
臣

◎流通及び利用の促進に関する基本方針の策定[３条]

◎国の責務[４条]
　・必要な資金の確保  ・情報の収集及び提供   ・登録制度の周知  
　・事業者及び国民の理解を深める措置等
◎適切な連携[31条]
◎国際協力の推進[32条]

・ 木材関連事業者の判断の基準となるべき事項を定める[６条]
・ 上記事項を勘案して、指導及び助言を行う[７条]。
・ 木材関連事業者に対する報告徴収及び立入検査を行う[33条]

事
業
者
の
み
な
ら
ず
、紙
や
家
具
等
を
取
り
扱

う
事
業
者
や
、木
材
を
使
用
す
る
建
設
業
者
等

も「
木
材
関
連
事
業
者
」と
位
置
付
け
て
お
り
、

川
上
側
だ
け
で
は
な
く
、川
下
側
も
法
の
対
象

と
し
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
す
。な
お
、

Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
で
認
定
さ
れ
て
い
る
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
事
業
も
木
材
関
連
事
業
に
含
ま
れ
ま

す（
図
２
）。

　

ま
た
、国
内
の
流
通
過
程
で
最
初
に
丸
太
を
取

り
扱
う
事
業（
輸
入
の
場
合
は
丸
太
の
み
な
ら
ず

木
材
製
品
を
取
り
扱
う
事
業
も
含
ま
れ
ま
す
）は

「
第
一
種
木
材
関
連
事
業
」、そ
れ
以
外
は「
第
二

種
木
材
関
連
事
業
」と
区
分
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
区

分
に
よ
り
、異
な
る
方
法
で
合
法
性
の
確
認
を
行

う
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
木
材
等
の
物
品
は
、条
文
上
、「
木

材
」と「
木
材
を
加
工
し
、又
は
主
た
る
原
料
と
し

て
製
造
し
た
家
具
、紙
等
の
物
品
で
あ
っ
て
主
務

省
令
で
定
め
る
も
の
」で
あ
り
、具
体
的
に
は
、丸

太
、ひ
き
板
及
び
角
材
等
の
ほ
か
、い
す
、机
、棚

等
の
家
具
や
紙
製
品
、そ
れ
ら
の
中
間
製
品
も
含

ま
れ
ま
す（
図
３
・
４
）。

④
合
法
性
の
確
認

　

合
法
性
の
確
認
に
つ
い
て
は
、第
一
種
木
材
関

連
事
業
の
場
合
、「
樹
種
、伐
採
国
、合
法
性
証
明

書
類
」な
ど
の
情
報
を
収
集
し
、国
が
提
供
す
る

情
報
等
を
踏
ま
え
て
、自
ら
判
断
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
情
報
に
よ
り
確
認
が
で
き

な
か
っ
た
場
合
は
、更
な
る
情
報
の
収
集
を
図
る

か
、取
扱
い
を
止
め
る
か
、い
ず
れ
か
の
追
加
的

措
置
を
執
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
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合法性確認の方法（川上・第一種木材関連事業）【６条１項関係】図 5

未
確
認

リ
ス
ク
残

合
法
性
確
認
に
至
ら
な
か
っ
た
木
材
等

購入先等から
①品目
②樹種
③伐採国又は地域
④重量、体積又は数量
⑤購入先の名称所在地
⑥伐採の合法証明書
を収集

①国が提供する情報
（４条２項）
②購入先との過去の取引実績
等を踏まえ合法性を確認　　

購入先等その他関係者からの
追加情報の収集や流通経路の
把握等により合法性を確認

合法伐採木材等の確認等（ＤＤ（デューデリジェンス））の実施

確認【１号】 追加的措置【２号】

追加的措置
により確認

確認

合法性確認した木材等

（ 取扱いの回避 ）

対象物品【２条１項関係】図 3

木材・
木材製品 木 材

丸太　単板　突き板
木質ペレット
チップ状又は小片状
の木材

対象物品案以外の家具 対象物品案以外の
その他物品

サイディングボード

家庭用の下記物品

製材　集成材　
間伐材　合板　
単板積層材

オフィス用のいす　
机　棚　収納用什器　
ローパーティション　
コートハンガー　傘立て
掲示板　黒板　
ホワイトボード
ベッドフレーム

フローリング
木質系セメント板

家 具 その他

対象
物品案

グリーン
購入法

対象物品【２条１項関係】図 4

木材・
木材製品 パルプ 紙

木材パルプ

対象物品案以外の家具

トイレットペーパー　ティッシュペーパー

コピー用紙　フォーム用紙　印刷用紙　　
インクジェットカラープリンター用塗工紙

対象
物品案

グリーン
購入法

木材関連事業者

木材関連事業者の範囲【２条３項関係】図 2

原
木
市
場

製
材
工
場

合
単
板
工
場

製
品
市
場

販
売
・ 

流
通
事
業
者

プ
レ
カ
ッ
ト
工
場

建
設
業
者
・
工
務
店

小
売
事
業
者

消
費
者

集成材工場

パルプ工場

･･･ 第一種木材関連事業 ･･･ 第二種木材関連事業 ※本イメージ図は木材等の複雑な流通構造の概略を示したもの
※本イメージ図では木材等の輸出事業者は省略

バイオマス発電 家具工場、フローリング工場、
サイディング工場など

製紙工場

チ
ッ
プ
工
場

森
林
所
有
者

国
内
素
材
生
産
業
者

海
外
事
業
者海

外
事
業
者

　

合
法
性
の
確
認
が
十
分
で
き
な
か
っ
た
木
材

等
に
つ
い
て
流
通
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、木
材
関
連
事
業
者
に
対
し
て

は
、把
握
で
き
る
情
報
の
量
や
質
、リ
ス
ク
の
実

態
の
把
握
状
況
等
を
踏
ま
え
、段
階
的
に
合
法
性

確
認
の
レ
ベ
ル
の
向
上
を
求
め
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す（
図
５
）。合
法
性
の
確
認
に
至
ら
な
か
っ

た
木
材
等
は
、分
別
管
理
す
る
と
と
も
に
、取
扱

い
を
徐
々
に
減
少
さ
せ
て
い
く
よ
う
購
入
元
へ

の
更
な
る
情
報
提
供
を
求
め
る
こ
と
等
の
取
組

が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、第
二
種
木
材
関
連
事
業
の
場
合
は
、

購
入
元
か
ら
提
示
さ
れ
た
納
品
書
等
に
、「
合

法
性
が
確
認
さ
れ
た
」こ
と
等
が
記
載
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
確
認
で
き
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

⑤
最
後
に

　

本
法
に
よ
る
取
組
の
成
果
を
挙
げ
る
た
め
に

は
、最
終
消
費
者
で
あ
る
国
民
の
皆
様
に
、合
法

的
に
伐
採
さ
れ
た
木
材
か
ら
作
ら
れ
た
木
材
製

品
に
つ
い
て
、地
域
及
び
地
球
環
境
保
全
の
観
点

か
ら
、適
切
に
評
価
し
て
頂
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

林
野
庁
と
し
て
も
、合
法
伐
採
木
材
等
を
使
う

意
義
に
つ
い
て
、国
民
の
皆
様
へ
の
普
及
・
啓
発

を
図
る
こ
と
し
て
お
り
ま
す
。身
の
回
り
で
使
わ

れ
る
木
材
・
木
材
製
品
が「
合
法
的
に
伐
採
さ
れ

た
も
の
」で
あ
る
こ
と
が
当
然
の
こ
と
に
な
る
よ

う
、ま
た
、そ
の
よ
う
な
自
然
環
境
に
配
慮
し
た

木
材
を
積
極
的
に
使
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、関

係
者
と
連
携
し
な
が
ら
、取
組
を
強
化
し
て
ま
い

り
ま
す
。



１
．
南
会
津
町
の
森
林

　

南
会
津
町
は
尾
瀬
国
立
公
園
の
田
代
山
を

水
源
と
す
る
伊
南
川
、
七
ヶ
岳
・
荒
海
山

を
水
源
と
す
る
阿
賀
川
の
最
上
流
域
に
位
置

し
、
四
方
を
ナ
ラ
、
ク
リ
な
ど
の
豊
か
な
広

葉
樹
林
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。
町
内
の
森

林
資
源
の
蓄
積
は
１
，０
０
０
万
㎥
を
超
え
、

豊
富
な
資
源
量
を
有
す
る
も
の
の
、
管
理
が

行
き
届
い
て
い
な
い
森
林
も
み
ら
れ
、
森
林

資
源
の
有
効
活
用
を
図
る
た
め
に
、
間
伐
等

に
よ
る
森
林
整
備
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

関
係
者
と
の
連
携
に
よ
る
町
が

主
体
と
な
っ
た
取
組

　

町
で
は
豊
か
な
森
林
資
源
を
未
来
へ
引
き

継
ぐ
た
め
に
、
森
林
整
備
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
森
林
整
備
を
進
め

て
い
く
た
め
に
は
路
網
整
備
、
機
械
化
、
人

材
育
成
と
い
っ
た
川
上
の
取
組
だ
け
で
は
な

く
、
木
材
利
用
を
推
進
す
る
た
め
の
川
下
の

取
組
も
重
要
な
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ

こ
で
は
、森
林
組
合
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
と
い
っ

た
関
係
者
の
協
力
・
連
携
の
下
に
進
め
ら
れ

て
い
る
町
が
主
体
的
に
関
わ
る
取
組
を
紹
介

し
ま
す
。

①
サ
テ
ラ
イ
ト
木
材
市

　

東
日
本
大
震
災
で
の
仮
設
住
宅
に
使
用
す

る
材
料
供
給
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
原
材
料

で
あ
る
丸
太
の
販
売
・
調
達
機
会
を
町
内
で

設
け
る
た
め
、
福
島
県
中
央
木
材
市
場
の
協

力
の
も
と
、
６
年
前
か
ら
サ
テ
ラ
イ
ト
で
の

木
材
市
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
町
内
で
木
材

市
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
町
内
で
の

運
送
経
費
の
圧
縮
や
、
木
材
の
地
産
地
消
が

進
む
効
果
が
み
ら
れ
ま
す
。

川
上
・
川
下
を
元
気
に

～
福
島
県
南
会
津
町
～

２
．

南会津町の森林

サテライト木材市

南会津地域の森林・林業における循環と波紋効果

南会津地域の循環
民有林の一元管理

高性能林業機械の投入・人材育成カラマツ・広葉樹

資源の把握と効率的な管理

社会・環境・地域性への配慮特色ある製品と販路・ブランド確立

連携組織による出口戦略 中長期の素材供給計画・供給基地地産地消・地域循環による
適正価格

地域住民の林業への意識向上

選択的購買による森林・地域をサポート

木材販売の利益が
苗木や再造林の経費

需要と供給体制の向上
公共建築物・地元建築物への供給

森林
集約化

森林認証林

管理計画

生産能力
向上

ICT
資源管理

CoC
サプライチェーン

ブランド
消費出口拡充

山林への
還元

民国連携
安定供給

地域材の
流通促進

林業活性の
機運

木材の
適正価格

森林認証材の循環

南会津町
福島県

面積　　　　　　88,647ha
　林野面積　　　80,666ha
　うち私有林　　38,945ha
　私有林率 　 49%
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②
間
伐
材
買
取
制
度

　

間
伐
に
よ
る
森
林
整
備
を
推
進
す
る
と
と

も
に
木
材
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
を
図
る
た

め
、
森
林
組
合
と
協
働
で
間
伐
材
買
取
制
度

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
全
国
的
に
展

開
さ
れ
て
い
る
「
木
の
駅
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
モ
デ
ル
と
し
た
事
業
で
あ
り
、
間
伐
に
よ

り
発
生
し
た
材
を
定
額
で
買
取
り
、
集
積
し

た
材
は
建
築
材
の
ほ
か
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

や
木
質
ボ
イ
ラ
ー
の
燃
料
と
し
て
利
用
し
て

い
ま
す
。
木
質
ボ
イ
ラ
ー
に
つ
い
て
は
、
町

内
の
公
共
施
設
等
で
導
入
を
進
め
て
お
り
、

現
在
２
箇
所
の
温
泉
施
設
に
設
置
し
、
年
間
約

１
，５
０
０
㎥
の
間
伐
材
を
消
費
し
て
い
ま
す
。

③
路
網
整
備
の
推
進

　

間
伐
材
を
効
率
よ
く
搬
出
す
る
た
め
に
は

林
内
の
路
網
整
備
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
森
林
組
合
が
中
心
と
な
っ
て
私
有
林
の

集
約
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
国
の
補
助
事

業
も
活
用
し
て
路
網
整
備
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
年
間
３
，０
０
０
ｍ
前
後
の
森
林
作
業

道
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

④
林
業
の
機
械
化

　

当
町
の
森
林
組
合
は
機
械
化
が
遅
れ
て
い

た
た
め
、
林
業
機
械
の
導
入
を
進
め
、
素
材

生
産
能
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。
町
で

は
そ
の
機
械
化
を
後
押
し
す
る
た
め
、
町
単

独
事
業
に
よ
り
林
業
機
械
購
入
経
費
に
対
す

る
嵩
上
げ
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

⑤
人
材
育
成
の
支
援

　

林
業
に
と
っ
て
川
上
・
川
下
は
車
の
両
輪

で
あ
り
、
双
方
あ
っ
て
走
り
出
す
と
の
認
識

の
も
と
、
平
成
28
年
度
よ
り
町
単
独
事
業
と

し
て
川
上
・
川
下
双
方
の
人
材
育
成
支
援
を

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

川
上
で
は
、
将
来
の
林
業
を
担
う
人
材
育

成
を
目
的
と
し
た
「
グ
リ
ー
ン
ワ
ー
カ
ー
育

成
事
業
」
に
よ
り
、
森
林
組
合
に
対
し
て
新

規
就
労
者
一
人
あ
た
り
10
万
円
／
月
の
補
助

を
行
い
、
昨
年
度
は
南
会
津
町
森
林
組
合
で

10
名
の
新
規
雇
用
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

出
口
を
担
う
製
材
所
等
の
人
材
育
成
も
重
要

で
あ
る
と
考
え
、
製
材
所
等
が
新
規
雇
用
を

し
た
際
に
「
林
産
業
人
材
育
成
事
業
」
に
よ

る
補
助
を
行
い
、
昨
年
度
は
３
名
の
新
規
雇

用
が
な
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
ま
だ
始
ま
っ

た
ば
か
り
の
取
組
で
す
が
、
林
業
・
木
材
産

業
に
携
わ
る
若
者
が
増
え
る
こ
と
で
町
内
の

林
業
・
木
材
産
業
が
活
性
化
し
て
い
く
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

⑥
森
林
認
証
へ
の
取
組

   

町
有
林
の
一
部
で
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｃ
森
林
認
証
を

取
得
し
て
お
り
、
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
施
設
へ
の
木
材

供
給
を
見
据
え
つ
つ
、
森
林
資
源
の
持
続
可

能
な
利
用
・
経
営
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

３
．
お
わ
り
に

　

当
町
の
林
業
を
振
興
し
て
い
く
た
め
に
は

川
上
と
川
下
が
お
互
い
に
盛
り
上
が
り
を
み

せ
、
連
携
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

南
会
津
町
は
林
業
関
係
者
と
一
緒
に
課
題
・

ニ
ー
ズ
に
向
き
合
い
、
様
々
な
角
度
か
ら
林

業
振
興
の
た
め
の
事
業
展
開
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

買取られ集積された間伐材温泉施設に熱供給を行っている木質ボイラー

整備された路網

林業技術に関する研修の様子
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第
11
回 

み
ど
り
の
式
典

　

〜
み
ど
り
の
学
術
賞
・
緑
化
推
進
運
動
功
労
者
内
閣
総
理
大
臣
表
彰
を
授
与
〜

TOPICS

02

　「緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰」は、緑化思想の普及啓発に顕著な功績のあった個人、団体を内閣総理大臣が

表彰するものです。

　平成29年は、12の個人・団体が表彰されました。
・神

ご う ど

戸 直
な お ひ

日（長野県長野市）
・杉

すぎやま

山 嘉
よしひで

英（静岡県榛原郡川根本町）

個 人

・釧路町立遠
と お や

矢小学校（北海道釧路郡釧路町）
・栗山町ハサンベツ里山計画実行委員会（北海道夕張郡栗山町）
・特定非営利活動法人蔵

ざ お う

王のブナと水を守る会（宮城県白石市）
・NPO法人　ちば里山トラスト（千葉県柏市）
・さがみ野やすらぎ街づくり委員会（神奈川県座間市）
・奥大野村づくり委員会（京都府京丹後市）
・西山森林整備推進協議会（京都府長岡京市）
・奈良・人と自然の会（奈良県奈良市）
・住友ゴム工業株式会社　宮崎工場（宮崎県都城市）
・鹿児島市立西

にしむらさきばる

紫原小学校（鹿児島県鹿児島市）

団 体

　「みどりの学術賞」は、国内において植物、森林、緑地、造園、自然保護等に係る研究、技術の開発その

他の「みどり」に関する学術上の顕著な功績のあった個人に内閣総理大臣が授与し、その功績を讃える

ものです。

　第11回の受賞者は丸
ま る た

田 頼
よりかず

一氏と沈
しん

 建
けんじん

仁氏の２名でそれぞれの功績は以下のとおりです。

丸
ま る た

田 頼
よりかず

一　
千葉大学名誉教授

「都市緑地計画学の理論構
築とヒートアイランド現象
の緩和に関する政策反映」
に関する功績

沈
しん

 建
けんじん

仁
岡山大学
異分野基礎科学研究所教授

「光合成の酸素発生機構の
原子レベルでの解明」に関
する功績

　第11回みどりの学術賞

　緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰

　４月28日、東京都千代田区の憲政記念館で天皇皇后両陛下御臨席の下、菅内閣官房長官、
山本農林水産大臣をはじめ約２５０名が出席し、第11回みどりの式典が開催され、「みどり
の学術賞」及び「緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰」の授与が行われました。
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林
野
庁
は
、地
域
の
森
林
資
源
の
循
環

利
用
を
進
め
、林
業
の
成
長
産
業
化
を
図

る
こ
と
に
よ
り
、地
元
に
利
益
を
還
元

し
、地
域
の
活
性
化
に
結
び
付
け
る
取
組

を
推
進
す
る
た
め
、「
林
業
成
長
産
業
化

地
域
」を
４
月
28
日
に
公
表
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、こ
れ
ら
の
地
域
の
林
業
成
長

産
業
化
に
向
け
た
取
組
を
支
援
す
る
と

と
も
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
取
組
を
誌

面
で
紹
介
し
て
い
く
予
定
で
す
。

番号 都道府県 地域名 主な取組

8 静岡県 浜松地域
森林組合の山林購入を推進し、集約化を図るとともに、森林認証材製品の商品開発を行うことで、多様な
用途による需要の拡大を図る。

9 和歌山県 田辺地域 建築士と協定を締結するなど、紀州材の無垢材の需要拡大を図る。

10 鳥取県
日南町・
中央中国山地地域

山林寄付を募って集約化を図るとともに、木材製品の開発・販売や、農業ハウスの暖房利用等に活用する。

11 山口県 長門地域
新法人が所有者から森林経営を引き受けて集約化を進め、独自商品の全国展開や未利用だった低質材を市
内の温泉で熱利用する。

12 愛媛県 久万高原町地域 素材生産から製品販売までを一元して取り扱う地域総合商社を創設し、トータルコストを削減する。

13 高知県 高吾北地域 地域の関係者が連携して地元の大型製材工場に原木をジャストインタイムで供給できる体制を構築する。

14 大分県 日田市地域 大径材に対応した加工体制の整備、住宅部材等の商品開発、商品を安定的に販売する需要先の開拓を行う。

15 宮崎県 延岡・日向地域
「再造林バンク」の創設と一貫作業システムによる伐ったらすぐ植える仕組みをつくることにより、森林資
源を循環利用する。

16 鹿児島県 大隅地域 地域の事業体がコンソーシアム方式による原木安定供給協定を締結し、原木流通の効率化を図る。

1

2

3

4
5

7

8

9

10

11

12
1314

15

16

6

番号 都道府県 地域名 主な取組

1 北海道
網走西部
流域地域

森林認証材を活かし、首都圏の
企業に安定供給する体制を構築
する。

2  秋田県
大館
北秋田地域

秋田スギブランドを活かし、産
学官協働で付加価値の高い商品
を開発・販売して地域材の需要
を増やす。

3 山形県
最上・
金山地域

ICT 等最新技術を用いた森林
データベースを活用し、正確な
立木評価と生産性の高い伐採計
画を実践する。

4 福島県 南会津地域
町産材を活用した新たな建築構
法による住宅等の整備を通じて
優良な地域材の消費を拡大する。

5 群馬県 利根沼田地域

既存の低質材加工体制と、低質
材を活用して栽培するきのこの
販売、集成材加工施設整備によ
り地域の森林資源をフル活用す
る体制を構築する。

6 新潟県 中越地域

豪雪地において、少雪と多雪地
域の事業体が冬季の事業を共有
し、年間を通じて木材の安定供
給体制を整えるとともに、豊富
な広葉樹材の家具を開発・販売
する。

7 岐阜県
中津川・
白川・
東白川地域

東濃桧の復活のため、生産・流
通コストを削減した上で観光宿
泊施設の内装材等に使用する。
また、在来構法の住宅等を海外
に輸出する。

TOPICS

03

林
業
成
長
産
業
化
地
域
決
定

林
業
成
長
産
業
化
地
域
創
出
モ
デ
ル
事
業



「
日
本
美
し
の
森 

お
薦
め
国
有
林
」に
つ
い
て

取 組
国有林野事業の
取 組

国有林野事業の１
．
新
規
予
算
事
業
の
概
要

　

林
野
庁
で
は
、
平
成
28
年
３
月
30
日
に
「
明

日
の
日
本
を
支
え
る
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
構
想
会

議
」（
議
長
：
内
閣
総
理
大
臣
）
に
よ
り
策
定

さ
れ
た
同
ビ
ジ
ョ
ン
を
踏
ま
え
、
平
成
29
年
度

よ
り
国
有
林
の
「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
」

を
核
と
し
た
山
村
地
域
に
お
け
る
観
光
地
域
づ

く
り
の
取
組
を
推
進
す
る
た
め
の
「
森
林
景
観

を
活
か
し
た
観
光
資
源
の
創
出
事
業
」
を
開
始

し
て
い
ま
す
。

　

今
般
、
有
識
者
の
意
見
を
踏
ま
え
、
特
に
優

れ
た
自
然
景
観
を
有
す
る
な
ど
、
観
光
資
源
と

し
て
の
潜
在
的
魅
力
が
認
識
さ
れ
、
観
光
施
策

を
推
進
し
て
い
く
上
で
地
元
関
係
者
に
よ
る
実

行
・
受
入
体
制
も
見
込
め
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
森
を
「
日
本
美
し
の
森 

お
薦
め
国
有
林
」

と
し
、
全
国
で
93
箇
所
選
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
に
お
い

て
は
、
今
後
３
年
間
を
か
け
、
修
景
伐
採
や
施

設
整
備
等
の
環
境
整
備
、
多
言
語
に
よ
る
標
識

類
の
設
置
や
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
整
備
な
ど
の
情

報
発
信
を
行
い
、
多
く
の
方
に
日
本
の
美
し
い
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天空の湖　野反湖

深山の渓谷美霊峰つるぎ

溶岩流と岩手山

星降る然別湖

然別自然休養林
（北海道森林管理局管内は
全部で20箇所選定）

焼走自然観察教育林（岩手県）
（東北森林管理局管内は全部で11
箇所選定）

野反自然休養林
（群馬県）

飛竜橋自然観察教育林・千石平風致探勝林
（静岡県）
（関東森林管理局管内は全部で15箇所選定）

剣山自然休養林（徳島県）
（四国森林管理局管内は全部
で５箇所選定）



森
林
景
観
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
地

域
の
方
々
と
の
協
力
の
も
と
、
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

２
．
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

　
　

森
の
歴
史

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
と
は
、
優
れ
た
自

然
景
観
を
有
し
、
森
林
浴
や
自
然
観
察
、
野
外

ス
ポ
ー
ツ
等
に
適
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
民

の
皆
様
に
保
健
休
養
の
場
と
し
て
提
供
し
て
い

る
国
有
林
で
、
平
成
28
年
４
月
現
在
、
全
国
で

自
然
休
養
林
や
自
然
観
察
教
育
林
な
ど
、
１
，

０
０
０
箇
所
あ
ま
り
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
の
は
じ
ま
り
は
、

昭
和
43
年
に
制
定
さ
れ
た
「
自
然
休
養
林
」
制

度
で
す
。
自
然
休
養
林
制
度
を
定
め
る
に
い

た
っ
た
社
会
経
済
的
な
要
因
と
し
て
は
、
昭
和

40
年
代
の
急
激
な
経
済
成
長
に
よ
り
、 

①
国
民

の
多
く
が
容
易
に
旅
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
な
経
済
的
余
裕
が
増
し
て
き
た
こ
と
、 

②
週

休
二
日
制
や
家
電
製
品
の
普
及
に
よ
り
、
余
暇

時
間
が
増
大
し
た
こ
と
、 

③
人
口
過
密
化
に
よ

り
、
都
市
住
民
の
多
く
が
自
然
の
中
に
休
養
を

求
め
る
傾
向
が
一
層
強
ま
っ
た
こ
と
、 

④
交
通

網
の
発
達
及
び
自
家
用
車
の
普
及
に
よ
り
、
日

帰
り
旅
行
が
容
易
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
、 

⑤
農
山
漁
村
地
域
に
お
い
て
も
、
生
活
様

式
の
変
化
や
機
械
化
導
入
に
よ
る
省
力
経
営
等

が
進
ん
だ
こ
と
な
ど
か
ら
、
レ
ジ
ャ
ー
指
向
が

多
く
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
に
よ
り
、
国
有
林
野
内
に
観

光
施
設
及
び
観
光
関
連
施
設
を
設
置
す
る
要
望

が
多
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、「
林
業
経
営
と
の

調
整
を
図
り
つ
つ
、
国
有
林
野
内
に
お
け
る
自

然
の
保
護
及
び
国
民
の
た
め
の
秩
序
あ
る
開
発

利
用
を
図
る
た
め
、
国
有
林
野
内
に
自
然
休
養

林
を
指
定
し
、
国
有
林
野
の
管
理
経
営
の
適
正

を
期
す
る
と
と
も
に
、
国
民
の
福
祉
厚
生
の
推

進
に
寄
与
」
す
る
と
し
て
、
本
制
度
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

３
．
こ
れ
か
ら
の

　
　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森

　

今
回
、「
日
本
美
し
の
森 

お
薦
め
国
有
林
」に

選
定
さ
れ
た
箇
所
以
外
に
お
い
て
も
、様
々
な

条
件
が
合
致
す
れ
ば
観
光
振
興
に
寄
与
す
る

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
は
、ま
だ
ま
だ
数
多

く
存
在
し
て
い
ま
す
。た
だ
し
、全
国
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
の
中
に
は
、少
子
化
・
高
齢

化
や
余
暇
活
動
の
多
様
化
な
ど
の
影
響
も
あ
り
、

利
用
が
低
調
と
な
っ
て
い
る
箇
所
が
存
在
す

る
こ
と
も
事
実
で
す
。こ
の
た
め
、林
野
庁
で
は
、

今
回
の
事
業
が
開
始
さ
れ
る
以
前
よ
り
、真
に
、

活
発
な
利
用
が
将
来
的
に
も
見
込
ま
れ
、ま
た
、

地
元
も
観
光
や
地
域
の
活
性
化
等
の
面
か
ら
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
の
活
用
を
望
ん
で
い
る

と
こ
ろ
を
、集
中
的
・
重
点
的
に
整
備
し
て
い

く
方
針
を
固
め
て
お
り
、利
用
が
低
調
な
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
の
見
直
し
（
廃
止
あ
る
い

は
統
合
等
）も
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
、「
日
本
美
し
の
森 

お
薦
め
国
有
林
」

に
選
定
さ
れ
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
を
中

心
に
磨
き
上
げ
を
行
い
、
将
来
的
に
は
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
全
体
の
質
の
底
上
げ
が
な
さ

れ
、
全
箇
所
に
つ
い
て
自
信
を
持
っ
て
「
お
薦

め
国
有
林
」
と
し
て
紹
介
で
き
る
よ
う
に
な
る

こ
と
を
期
待
し
て
、
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

４
．
お
わ
り
に

　

来
月
号
か
ら
数
回
に
分
け
て
、
こ
の
「
日
本

美
し
の
森　

お
薦
め
国
有
林
」
の
一
部
を
本
誌

で
ご
紹
介
し
、
ま
た
、
今
年
度
開
催
を
予
定
し

て
い
る
「『
日
本
美
し
の
森 

お
薦
め
国
有
林
』

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
つ
い
て
も
、
決
定
次

第
、
詳
し
く
お
知
ら
せ
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
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花の高原

天狗岩

菅生の滝

湯の丸・高峰
自然休養林（長野県）
（中部森林管理局管内は全部
で10箇所選定）

近江湖南アルプス
自然休養林（滋賀県）
（近畿中国森林管理局管内
は全部で20箇所選定）

北九州自然休養林
（福岡県）
（九州森林管理局管内で
は全部で12箇所選定）
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総
理
大
臣
官
邸
へ
の
表
敬
訪
問

～「
緑
の
羽
根
」着
用
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
～

　
こ
ん
に
ち
は
！
み
ど
り
の
女
神 

野
中
葵
で
す
。

　
４
月
15
日
か
ら
５
月
14
日
の
期
間
は「
み
ど
り
の
月
間
」

で
す
。
私
も
、
毎
年
春
季
・
秋
季
に
実
施
さ
れ
る
「
緑
の

募
金
」
活
動
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
熊
本
地
震
の
発
生
か
ら

ち
ょ
う
ど
１
年
と
な
る
４
月
14
日
に
総
理
大
臣
官
邸
を
表

敬
訪
問
し
、
安
倍
総
理
へ
緑
の
羽
根
を
付
け
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
熊
本
県
で
行
わ
れ
た
熊
本
地
震
犠
牲
者
追

悼
式
へ
の
出
席
や
復
興
状
況
の
視
察
か
ら
戻
ら
れ
た
直
後

の
安
倍
総
理
に
、
緑
の
募
金
が
実
は
熊
本
の
復
興
支
援
に

も
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
熊
本
県
産
材
で
作
ら
れ

た
特
製
く
ま
も
ん
ピ
ン
バ
ッ
チ
を
活
用
し
た
募
金
活
動

に
つ
い
て
も
お
話
し
ま
し
た
。
安
倍
総
理
は
私
の
ミ
ス

日
本
タ
ス
キ
に
つ
け
た
ピ
ン
バ
ッ
チ
を
見
て
、
こ
う
し

た
支
援
の
形
と
木
の
活
用
に
、
と
て
も
感
心
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　

私
は
以
前
、
小
、
中

学
校
で
緑
の
募
金
活
動

を
し
て
い
ま
し
た
。
日

本
の
豊
か
な
緑
を
支
え

て
い
く
た
め
に
、
た
く

さ
ん
の
方
々
が
世
代
を

越
え
て
森
林
を
支
え
て

い
ま
す
。
普
段
林
業
に

関
わ
り
が
な
い
方
も
募

金
す
る
こ
と
で
、
一
人

一
人
の
想
い
が
大
き
な

力
と
な
り
、
こ
の
日
本

の
未
来
も
、
大
切
な
緑

を
守
り
続
け
て
い
け
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。

「
Ｇ
Ｏ 

Ｏ
Ｕ
Ｔ 

Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｂ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
」
で

森
林
で
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
満
喫

　
森
林
は
守
る
だ
け
で
な
く
、
伐
っ
て
木
材
を
利
用
し
た
り
、
レ
ジ
ャ
ー
で
楽

し
ん
だ
り
す
る
こ
と
を
発
信
す
る
の
も
み
ど
り
の
女
神
の
大
事
な
役
目
で
す
。

日
本
最
大
の
キ
ャ
ン
プ
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
、
静
岡
県
富
士
市
の
「
Ｇ
Ｏ 

Ｏ
Ｕ
Ｔ 

Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｂ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
」
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
会
場
で
は
雄
大
な
富
士
山
を
目

の
前
に
、
伸
び
伸
び
と
し
た
空
間
で
キ
ャ
ン
プ
を
楽
し
み
つ
つ
、
周
囲
に
豊
富

な
森
林
や
大
自
然
を
活
か
し
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
か
で
も
私
は
き
こ
り
マ
イ
ス
タ
ー
講
座
の
司
会
と
し
て
、
林
業
家
さ
ん
と

「
薪
」
が
ど
う
や
っ
て
作
ら
れ
る
か
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
に
参
加
し
ま
し
た
。
オ

シ
ャ
レ
な
キ
ャ
ン
パ
ー
の
方
々
は
、
森
林
や
木
材
に
つ
い
て
深
く
考
え
る
き
っ

か
け
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
森
林
で
の
セ
グ
ウ
ェ
イ
に
挑
戦
。
森
の
中
を
爽
快

に
ス
イ
ス
イ
と
駆
け
抜
け
ら
れ
ま
す
。
ツ
リ
ー
イ
ン
グ
（
木
登
り
）
も
体
験
し

ま
し
た
が
、
ロ
ー
プ
で
安
全
に
高
く
ま
で
登
れ
る
の
で
初
挑
戦
の
私
で
も
ど
ん

ど
ん
進
め
て
、
空
を
飛
ん
で
い
る
か
の
よ
う
に
楽
し
く
、
樹
上
か
ら
の
景
色
を

満
喫
し
ま
し
た
。
森
林
を
活
用
し
た
遊
び
は
、
た
く
さ
ん
の
方
に
ぜ
ひ
体
験
し

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
！

　
自
然
や
森
林
に
触
れ
る
旅
は
心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
ま
す
ね
♪
こ
ん
な

に
楽
し
い
森
林
を
、多
く
の
方
た
ち
に
も
っ
と
親
し
ん
で
欲
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

総理大臣官邸での「緑の羽根」着用キャンペーン

ツリーイング（木登り）体験

セグウェイ体験

みどりの
女神が行く！

福島県生まれ、
千葉県育ち。
趣味は音楽鑑賞と
お散歩

野
の

中
なか

　葵
あおい
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こ
の
た
び
、九
州
森
林
管
理
局
大
分
森
林
管
理
署
で
は
、由

布
岳
北
斜
面
の
崩
壊
地
が
一
望
で
き
る
大
分
自
動
車
道
由
布

岳
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
内（
上
下
線
）に
治
山
事
業
の
目
的
や

効
果
等
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
由
布
岳
治
山
工
事
を
解
説

す
る
木
製
の
大
型
看
板
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

由
布
岳
パ
ー
キ
ン
グ
か
ら
見
え
る
由
布
岳
は
、大
分
県
由
布

市
に
あ
る
標
高
１
，５
８
３
ｍ
の
活
火
山
で
、豊
後
富
士
と
も

言
わ
れ
毎
年
多
く
の
登
山
客
が
訪
れ
る
風
光
明
媚
な
山
で
す
。

　

ま
た
、麓
に
は
温
泉
地
で
有
名
な
由
布
院
温
泉
が
あ
り
、１

年
を
通
し
て
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、由
布
岳
の
北
斜
面
に
お
い
て
は
、山
頂
付
近
か
ら
山

腹
に
か
け
て
約
30 

ha
に
及
ぶ
大
規
模
な
崩
壊
地
が
広
が
り
、

一
転
し
て
険
し
い
山
岳
地
域
の
顔
を
の
ぞ
か
せ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、１
５
９
６
年
の
慶
長
豊
後
大
地
震
と
そ
の
後
の
大

雨
に
よ
り
発
生
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、度
々
土
砂
が
流

出
し
下
流
域
に
土
砂
災
害
を
も
た
ら
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
大
正
４

年
か
ら
治
山
事
業
に

着
手
し
、現
在
も
治
山

施
設
の
整
備
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
崩
壊
地
に
は

次
の
特
徴
が
あ
り
ま

す
。

① 

地
質
は
角
閃
安
山

岩
を
基
岩
と
し
、

亀
裂
が
多
く
脆

弱
で
あ
り
、風
雨

等
に
よ
り
絶
え
ず

大
量
の
土
砂
が
生

産
さ
れ
て
い
る
こ

と
。

設置した木製 PR 看板

由布岳治山施設

② 

標
高
９
０
０
ｍ
以
上
の
渓
床
は
、縦
浸
食
が
激
し
く
極
端

な
Ｖ
字
谷
を
形
成
し
て
お
り
、治
山
ダ
ム
等
の
施
工
が
困

難
で
あ
る
こ
と
。

③ 

傾
斜
が
50
～
80
度
と
急
傾
斜
地
で
あ
り
山
腹
工
の
施
工

が
困
難
で
あ
る
こ
と
。

④ 

源
頭
部
の
標
高
は
１
，５
０
０
ｍ
と
高
く
凍
結
融
解
作
用

を
繰
り
返
し
て
表
面
の
表
土
が
絶
え
ず
移
動
す
る
こ
と

か
ら
植
生
導
入
に
よ
る
復
旧
が
困
難
で
あ
る
こ
と
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
標
高
９
０
０
ｍ
か
ら
下
流
に
お
い

て
、治
山
事
業
を
行
っ
て
お
り
、上
流
部
国
有
林
を
大
分
署
、

下
流
部
を
大
分
県
が
そ
れ
ぞ
れ
連
携
し
て
治
山
ダ
ム
や
導
流

堤
等
の
治
山
施
設
を
整
備
し
て
き
ま
し
た
。

　

最
近
で
は
、平
成
24
年
７
月
の
九
州
北
部
豪
雨
や
平
成
28

年
４
月
の
熊
本
地
震
に
よ
る
崩
壊
で
大
量
の
土
砂
が
発
生
し

ま
し
た
が
、こ
れ
ま
で
整
備
し
て
き
た
治
山
施
設
に
よ
り
土

砂
を
受
け
止
め
、下
流
の
由
布
市
塚
原
集
落
へ
の
流
出
を
防

止
し
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、九
州
森
林
管
理
局
と
大
分
県
が
連
携
を
密
に
し

て
治
山
対
策
を
継
続
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

治山事業の目的・効果をPR
（九州森林管理局）
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